
栄
光
を
た
た
え
て

福島県中学校総合体育大会伊達支部大会

が６月13日～15日に開催され、県北

中学校選手団は、日頃の練習の成果を

発揮し、各種目で活躍いたしました。（関

連７ページ）特に柔道、卓球男子、ソ

フトテニス女子については団体の部で、

輝かしい優勝の栄冠を勝ち取りました。柔道

部の佐藤秀樹君(写真中央)は｢みん

なで練習メニユーを考え、一丸となり

練習した成果、私自身精神的にも強くなった。」

と力強く話してくれました。

２ ０ ０ ０

７
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国民健康保険税が変わります

介護納付金分が新たに！

納期が４期⇒８期に！

今年度の国民健康保険税がこのほど決定し、納税通知書を各家庭にお届け

しますが、昨年度までと大きく変わる点が２つあります。

１つは、介護保険制度の実施にともない、国民健康保険に加入する40歳以

上65歳未満の方 く介護保険の第２号被保険者）の介護保険分が、これまでの

医療保険分と合わせて国保税として納めていただくことになります。

もう１つは、納めていただく納期が４期から８期へと変 わることです。こ

れまで４月、８月､10月､12月の４回に分けて納めていただきましたが、納税

者の１回毎の負担を少なくするため、７月から２月までの毎月、計８回に分

けて納めていただくことになります。

保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険
分
と

新
た
に
負
担
い
た
だ
く
介
護
納
付
金

分
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
税
額
に
つ

い
て
は
、
所
得
割
、
資
産
剛
、
均
等

割
、
嘔
等
剛
の
４
つ
を
基
本
に
、
算

出
し
匪
帯
ご
と
の
保
険
税
を
決
定
し

て
い
き
ま
す
。
算
出
方
法
は
左
記
の

と
お
り
で
、
こ
の
ほ
ど
お
届
け
す
る

平
成
1
2年
度
国
民
健
康
保
険
納
税
通

知
青
に
。
各
世
帯
ご
と
の
課
税
内
訳

が
記
人
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
書
は
、

世
帯
主
の
方
へ
お
届
け
し
ま
す
。
世

帯
主
の
方
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な

い
場
合
で
も
、
家
族
の
巾
に
国
保
加

人
者
が
い
れ
ば
皀
帯
ｔ

が
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
健
康
を
守
り
、
介
護
を

支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
内
に
納
め
ま
し
よ
う
。

保険税はこうして決められます。

次の条件により算出してみましょう。

家族 構成　　　 央( 45 歳 ) 妻(42歳) 子供１人(中学生)

前年 席の所得　220万（農業）　　 固定資産税　６万 円

所得割額で用いる課税対象額は前年度所得から、基礎控除（33万

円）を差し引いた額となります。

所得 額 0 万円 基礎控除額33 万円 課税対象額187 万円

また資産割額は、固定資産税６万円を、均等割額は国民健康対象者３名、介護保

険は子供を除く２名が対象者となります。

算 出 の 仕 方 � Ｓ 民 健 康 保 険 分 � 介護納付分(  40 歳 関 未満）

所 得 割 額(

課税対象額×所得削) �187
万円×4.04％＝75.548円－①�187万円×O. 61 = い . 407i円－①

資 産 割 額(

固定資芹税額×資産割) �
６万円×%  = 13. 円－②�６万円×5 4 % = 3 , 2 円－②

均 等 割 額(

岐保険老１人につき) �22.115
円×３人=  .  5 円－③ �5.4 図円×２人= 10.8 円ー－③

平 等 割 額(
１世帯につき) �22.7

円－④ �3. 9円－④

合 計（①十②十③十④） �178. 円(  A ) い 〕円未満切論）�29,0a）円(  B ) い 円未満切捨）

12年度の保険税は国民健康保険分(  )   8 円と介護給付分(  B ) 29.000円

の合計207.28円となります。これを８期に分けて納めていただきます。

国保加入の40～65歳未満
の方は



国
保
税
本
算
定

税
率
大
幅
引
下
げ
で
負
担
軽
減

六
月
二
十
一
日
招
集
の
国
見
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
と
介
護
納
付
金

か
ら
な
る
、
保
険
税
の
算
定
率
（
あ
ん
分
率
）
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
十

一
年
度
の
所
得
と

医
療
費
な
ど
が
確
定
し
た
の
を
う
け
て
改
正
を
し
た
も
の
で
、
国
民
健
康
保
険
分
に
つ
い
て

は
、
十
一
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
繰
越
金
を
充
当

す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
大
幅

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
納
付
分
に
お
い
て
は
所
得
額
に
応
じ
調
整
が
加
え

ら
れ
ま
し
た
。
保
険
税
は
七
月
よ
り
納
付

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
4
0歳
以
上
6
5歳

未
満
の
方
へ
介
護
納
付
分
が
新
た
に
加
算
さ
れ
る
も
の
の
、
国
民
健
康
保
険
分
を
減
額
す
る

こ
と
に
よ
り
、
加
入
者
の
税
負
担
増
加
を
極
力
抑
え
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

国
民

健

康
保
険

分
の
引

き
下

げ
額

は
、

一
匪
帯

あ
た

り
の
ｆ

均
で

．
万

八
千

四
百
二

円
と

な

り
、
今

に
し

て
卜

．
丁

一
％

の

大
幅

減
と
な

り
、

歐
帯

あ
た

り

年

額

卜

三

万

四

千

七

卜
九

円

（
昨
年

度
卜

五
万

．
．千

四
百

八

十
一

円
）

と
な

り
ま
す
．

ま

た

．
人

あ
た

り
で

は
．
六
１

八
百

ハ
ト

九
円
誠

．
率

に
し

て
卜

・

五
％

の
誠

に
な

り
ま
す
．

こ

の

財
源

に
は
、

十

一
年
度

医
療

費

が
訃

測
を

ド
网

っ
た
こ

と
な

ど

に
よ

る
、
繰

越
金

を
允

当
す

る

こ

と
で

対
処
し

ま

し
た
．

四
月

か
ら

ス
タ

ー
ト
し

た
介

護

保
険

制
度

に
よ

る
介
護

納
付

金

分
は

、
国

保
加

入
の
４０

歳
以

Ｌ
畆

歳

未
満

の
方

（
国

保
加
入

の

介
護

保
険

．
．号

被
保
険

者

）

が
対
象

と
な

り
ま

す
が

、

．
人

当

た
り

の
年
ｙ

均

額
は

一
万

四

千

匕
百

円

（
月
額

千

．
ｊ
ロ

ー
．十

瓦
円

）
で
、

世
帯

毎
の
平

均
額

で

は

．
．万

１
一
二
百

五
十

八
円

と

な
り
ま

す
．

対
象

の
方

に
は

こ

の
分
が

新
た

な
負

担
増

と
な

り

ま

す

が
、
国

保
分

の
引

き
下

げ

に
よ

り
、
負

担
軽

減
を

図
り

ま

し

た
．

六
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
国

保
税
率
の
引
き
下
げ
を
提
裏
す

る
冨
永
町
長

平成12年 度国民健康保険税の税率
(あん分率)

/
�

国民健康

保 険 分 �

介護納
付金分

所　 得　 割(

所得額に応じgt算) �4

 ､ 04 %(4､48

 % ) �061
 %

資　 産　 割(

固定資産税に応じ計算) �22.68

 %(

 25 1 6%)I �5 40 %

彼保険者均等割額(

加入・ 一人ひとりに加算)�22.1

 15円(

 24.925円) �5.404
円

世帯別平等割額(
一世帯に応じ加μ) �22.766

円(

 26 ､ 148円) �3.569
円

課税限度額(

課税される上限頡) �53
万円 �７万円

（　 ）は11年度

世 帯 及び一人当 たりの 平均 税負担 額 （年額.／円）

＼
�

圃民健康保険分 �� 介護納付金分

�世帯当たり�一人当たり �世帯当たり �一人当たり

12 年度 �１３４．０７９
�58.46 �2  L358 �4.699

１１年度 �､ 524 �65.349
�- �-

壥減額 �△18.402 �△６．８８９ �2  L358 �14.699

保険税の軽減について

次の条件に当 てはまる世帯については、均等

割及び平等劉がそれぞれの割合で軽減されます。

●７割軽減…国保加入者全員の前年度分の総 所

得金額が33 万円以下の世帯。

●５劃軽減…国保加入者全員の総所得金額が33　

万円に餓保 険者（ ただし納税義務者を除 く）

１人につき24万 ５千円 を加算した翻以 下の世

帯。

● ２割軽減…国保加入者全員の総所摶金額が33　

万円に被保 険者 １人につ き35万円を加算した

額以 下の世帯。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

税

務

課
課

税

係

啻
５

８

５
－

２

７

７

Ｑ
｀



医療費は？

地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
公
立
藤
田
総
合
病
院

県
下
七
十
五
位
の
医
療
費

医
療
費
低
減
で
保
険
料
の
軽
滅
を

国
見
町
の
平
成
ｔ

．
年
度
の
医
療

費
は
、
一
人
当
た
り
嘔
均
三
卜
万
二

千
百
九
十
六
円
で
昨
年
よ
り
一
丁

九

％

増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
数
字
は
、
県
ド
九
十
市
町
村
の
う

ち
第
七
十
五
位
に
位
置
し
、
県
唹
均

額
よ
り
、
六
万
円
ほ
ど
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
傑
険
税
は
、
予
想
さ
れ

る
医
療
費
を
基
本
と
し
て
算
出
さ
れ

ま
す
。
医
療
費
が
安
く
済
め
ば
そ
の

分
。
保
険
税
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
嘔

成
十
一
年
度
に
お
け
る
一
人
当
た
り

の
保
険
税
を
み
る
と
。
国
見
町
は
県

嘔
均
よ
り
六
１
六
百
円
下
回
り
、
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
医
療
環
境

高
齢
者
の
受
診
率
は
県
下

最
高
位

特
徴
的
な
内
容
と
し
て
、
老
人
保

健
の
適
用
を
受
け
る
、
匕
十
巌
以
上

の
医
療
費
が
、
極
め
て
低
い
（
県
下

八
十
五
位
）
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

。
方
。
病
院
な
ど
で
診
療
を
受
け
る

受
診
率
は
、
県
下
ト

ヅ
ブ
に
位
置
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
実
践
さ
れ
て
お

り
、
重
い
病
と
な
る

前
に
対
処
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
一

回
当
た
り
の
診
療
費

が
低
い
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。

公
立
藤
田
総
合
病
院
を
核
と

し
た
、
恵
ま
れ
た
医
療
環
境
に

あ
る
こ
と
。
健
康
づ
く
リ
ヘ
の

意
識
が
高
い
こ
と
な
ど
が
要
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
と
も
、

健
康
へ
気
を
配
り
、
疾
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
が
け

る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
を
低

く
抑
え
、
健
康
で
住
み
よ
い
国

見
町
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。 １人当りの医療費の推移

平均受診率

年 度 �　
町i’均

｛うち姦齢者）�　
県爭均(

うち高齢奇)

llll �ll.6( 一１�9.3 卜 ）

Ⅲり � ↓  ー3 ( 格 ･ 6 �9.2 い 6 ､

Ｈ９ �9.8 い ?. 幻�9.9 い 5.8 )

ｌ￥一問に何回ａ療を受けるのかを表します．鳥

助６とは１)歳以|･のゐ.11 年度は末氤it.

介護保険は?

144名が介護サービスを利用

今年４月にスタートした介護保険制度は、

３ヶ月が経過しました。これまで、要介護認

定申請にもとづき、調査、審査を経て、６月

末現在で186名の方が、要介護・要支援の認

定を受けています。うち家族での介護を希望

する方、入院している方等を除く、144名（居

宅103名、施設41名）の方がケアブランに基

づく、 介護サービスを受 けており ます。

今年４月の１ヶ月間の利用状況は、サービ

スの利用件数で、自宅 で介綬を受ける居宅介

護が168 件､特別養護老人ホームなどの施設で

介護 を受ける施設介護が41件､計209件となっ

てい ます。

この介護にかかった経費（介護給付費）は

総額1,780万円で、利川者負担額を除く、介

護保険からの給付費は1,580万円､その内訳は

居宅介護分が410万円、施設介護分1,170万円

となってい ます。

要 介 護 認 定 状 況

計　186名　 （６月末現在）

これまで２３２件の認定申請がありました｡ 亡く

なられた方等を除 き、186名が認定され､ ４名

については自立とされまし た。



介護保険の保険料
みんなで

介護を
支えます。

65 歳以 上 の 方

(第1号被保険者)

65歳以上の被保険

者の保険料は、市

町村により異なり

ます。

国見町の場合、65歳以上の被保険者の保険

料は、

基準月額1,8OO円 ｋ 年額で21,600円

になります。

(平成14年度までの３年間は同額)

保険料は所得に応じ ５段階

保険料は基準額をもとに低所得の方の負担が重くならないように、次の５段階に分かれます。

第１号被保険者(65歳以上）の介護保険料

段 階 � 対　　 象　　 者 �標準割合 �
平成12年度

（1／4)円�

平成13年度(3/4)

円 �
平成14年度

第１段階 �
生活保護受給者、町民税世帯非課税
かつ老齢橘祉年金受給者 �0,5 �2.78

円 �8.18円 �10. 円

第２段階 �町民税世帯非課税 �0.75 �4.050円 �12,150円 �16.200円

第３段階 �
町民税本人非課税　(

世帯内に町民税課税者がいる場合) �
１ �5.400円 �16.200円 �21,600円

第４段階 �
町民税本人課税　(

被保険者本人の所得が250万円未満) �1,25 �6.750
円 �,250円 �27,000円

第5 段階 �
町民税本人課税　(

被保険者本人の所得が250万円以上) �1,5 �8.100
円 �24.300円 �.400円

保
険
料
の
納
め
方

老齢(退職)年金の
額 が 年 額18万 円(
月額１万５千円)

以上の方

上記以外の方(年
金額18万円 未満)
と年度途中の65歳

到達者､転入者等

年 金 か ら 天 引 き さ れ ま す 。

４月･ ６月･ ８月･10 月･12月･ ２月 の年 ６回

(平成12 年度は10 月･12 月･２月の年 ３回)

個別に町に納入していただきます。
７月から翌年２月までの毎月Ｂ回

(平成12年度は10月から翌年２月までの毎月
５回)

特別対策により

保 険 料 を 軽 減

介護保険の円滑な導

入のため.65歳以上の

方の俣険料は.12年４

月より９月までの半年

間は徴収しません。ま

た、その後10月から１

年間は保険料を１／２

に軽減する特別対策が

講じられます。

こ のこ とに より 、12

年度 の 保険料 は基 準額

の １／ ４に、13 年 度は

３ ／４１こ畷減さ れま す．

納入通知書は８

月上旬に送付さ

せてい ただく予

定です．

納入通知書は10

月中 旬に 送付さ

せてい ただく予

定 です。できる

だけ口 座振替を

ご 利用ください。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係

啻
5
8
5
-
2
7
9
3

40歳以上65歳未満の方

(第2 号 被 保険 者)

40歳未満の

方は保険料

の負担はあ

りません。加入してい

る医療保険

によって違

います。

国民健康保険 に

加入している方は

国民 健康保険 税とし
て納めます｡詳しくは

２～３ペ ージをご覧

ください。

職場の医療 保険に加入の方

介護保険料と医療保険科を次
て，給与から徴収されます。

給与 l Ｘに保 険料 覃
一
一 酉･湎呻

医療保険ごとに定められる保険科
率と給与（標準報酬月額）により

決められます。
＊ 被扶養者分もこれにをまれます。



６月の

グラビア

転 作 確 認

六

月

十

五

日

か

ら

転

作

確

認

が

始

ま

り

深
・

し

た

。
今

年

の

転

作

目

摩

面

積

は

昨

年

と

罔

じ

二

二

一

九

Ｒ

り

確

認

汳

訟

は

約

四

〇

〇

〇

諭

か

ら

な

り

ょ

す

。

ぞ

の

Ｉ

べ

て

の

虹

作

吠

況

を

農

協

。
共

声

組

合

。

曹

及

セ

ン

タ

ー

‘

食

唱

串

務

所

お

よ

ぴ

町

吸
・§

が

五

呀

嵋

成

で

ぼ

認

し

毋

す

。

新

た

な

転

作

炮

や

変

更

さ

れ

た

。’印

。

詞

差

水

ヨ

で

は

す

べ

て

巷

尺

を

便

っ

て

実

測

し

ま

苓

。

こ

の

確

認

作

業

の

紀

欒

は

八

月

こ

旬

ま

で

に

は

豐

豕

の

旨

さ

ん

へ

届

け

ら

れ

る

予

定
で

！

虫歯予防デー
4 「きれいな歯」の表彰を受ける

瓣田幼稚園の園児

▼お母さんお父さんと一緒に染め

出し洒で、幽垢の鶻き具合をチ・

－フク１ る森江野幼柑園の園児

八

月

四

日

の

Ｉ
９

芭
「
ｊ

防

デ

ー

」

を
・
呪

に

．

舁

幼

稚

糜

で

は

三

日

．

向

の

大

切

さ

や

正

し

い

歯

磨

き

に

つ

い

て

学

ぶ

、
「

虫

歯

予

防

の

集

い

」」

が

閤

か

れ

ま

し

た

．

ま

た

．

六

日

に
ﾔ

 

明

科

保

健

優

良

咬

の

去

彰

が

あ

り

、

１

秀

校

に

籐
ｍ

小

学

校

が

緬

き

．

小

収

小

学

校
と

森

汀

野

小

学

校

が

男

刀

枝

に

人

木

戸

小

字

校

が

愬

励

校

の

受

譱

と

な

り

ま

し

た

．．．
こ

の

よ

う

に

网

内

名

校

が

受

貫

す

る

ヶ
－

メ

は

珍

し

く

．

県

下

で

札

優

れ

た

成

岶

と

い

え

ま

７

．．
．

こ

れ

ま

で

、

印

内

各

校

び

一

丸

と

な

り

．

給

食

後

の

ｉ

濕

さ

の

徹

底

や

虫

自

の

冶

礫

向

上

に

努

め

て

き

た

成

果

の

現

れ
で

す

．

地
域
に
役
立
つ

活

動
を

福

島

信

用

金

庫

国

兄

支

店

の

職

員

二

十

二

名

は

、
一（

月

十

五

日

朝

。

観

月

台

公

！

の

済

掃

作

業

を

し

ま

し

た

。

信

用

金

瘴

の

日

で

あ

る

こ

の

日

に

「

地

域

に

役

立

つ

活

勧

を

！

」

と

も

う

十

年

央

行

っ

て

い

る

も

の

で

。

拜

に

二

回

。

六

月

と

十

月

に

哭

施

し

て

い

ま

す

。

瓢

目

の

方

は

ほ

う

き

や

ゴ

ミ

袋

を

手

に

、

通

路

や

喩

え

込

み

な

ど

に

捨

て

ら

れ

た

ゴ

ミ

を

拾

い

集

め

ま

し

た

。

松
く
い
虫
航
空
防
除６月21 日と ７ 月５日の ２回4こわたり ．ヘリ コプ タ

ーに ぷる 松く い虫防 除空 中 蒿員I』敗布がij わ れまし た，

￥田 山自 黙公 百に囑 挿１ るｇ 田 新田地区7ha と ．网

の シン ボ ル であ る阿 浬 芻 湎廴1｣囘1Z]25ha が 敵布 区 域

で７Ｅ こ の 散布に より ，松く い９ ･lマ ツ ノザイ セン

チ ュウi! の 運ぴJijとな る ，マツ ノマダ ラカミ キリ そ

９ 除 し ．健 康な 松への 躯染 を･ｊ防し ます ．



ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

町
民
み
な
さ
ん
に
よ
る
、

き

れ

い

な
町

づ
く

り

。

河
川

愛

護
月

間
に

ち
な

み
、

七

月
一
．日

河

川

を

は

じ
め

道

路
、

側
溝

な
ど

を
消
掃

す

る
．

ク
リ

ー

ン

ア

ッ

プ
作

戦

が

展

開
さ

れ
ま

し

べ

（
石

母
地

Ｋ

は
六

月
二

十
五
口

実
施

）
今

年

で
卜

九
回

を
迎

え
、
六
卜

气
の

町
内
会

す

べ
て

に
よ
る

、
約
一
．．

不
人

の
参
加

で
す

．

各
町
内
会
ご
と
に
、
‥ｙ
朝
か
ら
作
喫
は
開
始
し
さ
れ
ま
し
た
。

河
川
敷
や
道
路
沿
に
拾
て
ら
れ
て
い
る
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾

い
や
草
刈
り
、
側
溝
の
泥
あ
げ
な
ど
、
町
内
各
所
に
わ
た
る
清
掃

で
す
。
こ
の
凵
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
は
。

。
〇
・
ニ
ト
ン
に
も
な
り
。

昨
年
よ
り

Ｉ
・
こ
ト
ン
減
少
し
ま
し
べ

● 中 体 連 ・ 県 北 地 区 総 合 大 会

lソフト テニ ス】

個人男子 菅 野豐 破･目 黒翔平絹 第５位( 県大会出切)

侵人女子 佐 願 漢 ・木村亜寿沙絹 第７位

{県大会出場}

【剣 遭】

皿人女子 佐藤患 英 第 3  位 ( 輿大会出場)

● 中 体 連 ・ 伊 達 支 部 大 会

1●l-1

110m 男子 ハードル 原田祐太郎 優 勝( 県大会出場)

低学年女子4 ×1Un リレー 第３位

偉藤瞬日香 渡遯美希 佐藤琴美 佐藤似沙

｜年男子1  第 山娉之 第５位

共通砲丸役 津田一大 第５位

１年女子lD0m　 佐錘聚沙　 第５位

三種餽技女子Ｂ 木村 沙  第 5 位

1ソフトテニス}

団体男子 準儺刪

団体女子 餤 睛

個人男子 世野警敏 一目齎踐平翩　　 侵 膀

jx　　 原田 槭i太郎・志村蕈 太相　　 第 ２位

iy　　 佐屬 尭彦 ・濃漫雄 太朗　　 第 ３位

個人女子 佐々木佳奈子・赤坂丿少弥香組 優 脯

lj　　 佶●清香・木 村亜溽沙蛆　　 第2 位

1●球l

団体男子 優勝

新 体 女 子 第 3  位

男子シングル 斎赧祐二　　　　 優 勝
男子ダブルス 吾妻悠太・仭辰裕¬翩 優 睛

女子ジンクjし 八佰ｉ 美　　　　 第２位
l－ 】

・ 体男子 第３位
団体女子 凖観瀏
皿人男子 オープンの部 吉田遷哉 第３位
個人女子 オープンの郎 佐藤 美 第 3 曲
jx　　 爽励の郎 松浦有香Ｉ　 優 勝
Xj　　　lj 松浦朋美　　 男３位

lj　　　lj 楠山 君　　 第３位
1柔道】

団体男子 僵膀
個人男子g  級 鈴木知仁　 優 刪
ly　　81k8N 佐藤秀樹　 捌２愃

ly　　 癲(８以下縺 酒井申 第３位

jy　　XI(
ｇ翩 月構政哉　 第３位

yx　　 を 級 佐藤一樹　 第３位

|水泳l
glfn目由髟 寺扁あゆ昊 第３位

1(X)ｍ背泳　 島 あ ゆ 美 位

中
学
生
の
が
ん
ば
り

中
体
連
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
の
町
づ
く
り

き
れ
い
な
花
が

咲
き
揃
い
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
町
を
花
と
緑
で
飾
り
、

う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町

に
し
よ
う
と
行
わ
れ
て

い
る
も

の
で
、
今
年
で
六
年
目
を
迎
え

ま
す
。

町
内
会
や
各
種
団
体
な
ど
、

全
部
で
三
卜
四
団
体
が
参
加
し
、

国
道
叫
号
や
県
道
、
町
道
沿
い

に
、
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

川
意
さ
れ
た
苗
は
国
県
分
も
含

め
、
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
な
ど
全
部
で
一
万
二
千
本

で
す
。

今
年
も
秋
ま
で
き
れ
い
な
花

が
町
を
彩
り
、
道
行
く
人
の
心

を
和
ま
せ
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動

参
加
団
体

大
枝
区

、
大
町
南
・
宮
町
兩
・

曹
東
・
上
野

・
山
崎
沢
田
・

山
崎
富
舘
・
穐
町

．
第
一
・

貝
田

各
町

内
会

、
藤
田
婦
人

会
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

、
商
工
会

婦
人
部

．
商
工
会

青
年
部
、

内
谷
寿
会
女
性
部
．
宮
町
北

町

内
会
婦
人
田

、
第
二
町
内

会

老
人

ク
ラ
ブ

、
藤
田
第
二

長
寿
会

．
貝
田
老
人
ク
ラ
ブ
．

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
．

交

通
安
全
協
会
大
木
戸
囲
会
、

小
坂
交
通

安
全
母
の
会
、
町

内

各
幼
稚
朏

、
各
季
節
保
育

所

、
藤
田
保
育
所



国見ニュータウン

85区画

分譲中

新しい案が建ち並びはじめるニュータウン

新
た
な
街
の
始
動

息
ま

れ
た
立
地
条
件

を
生
か
し
、

ゆ
と
り

と
安
ら
ぎ
、

そ
し
て

快
適
性
を
集
大
成
し

た
街
、

図
見

ニ
ュ

ー

ダ
ウ
ン
。

分
譲

開
始
よ
り

一
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ

れ
ま
で
１
６
２

区

画
中
7
7
区
画
が

販
売

さ
れ
、

次
々
と

住
宅

の
建
築
も
進

み
、

既
に
入
居
さ

れ
た
方
も
お
ら
れ

ま
す
。

新
た
ら
し

い

街

の
始
動
で
す
。

現
在
、
一一一
区
画

を
分
醸
し
て
お
り
、
先
着

順
に
要
望
区

画

が
選
択
で
き
ま

す
。

ま
た
、

将
来
、
子

供
さ

ん
等
の

た

め
に
、

宅
地
を

必
要

と
す
る
方
も
購

入
で
き
ま
す
。
是
非

こ
の
機
会
に
、
新
し

い
街
を
共
に

創

’
て
く
だ
さ

い
。

区
画
が
広
く
、
設
備
充
実
が
決
め
手
。

青
山
主
税
さ
ん

前
は
傑
原
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
は
広
島
な
ん
で
す
け
ど
。

岡
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
。
翕
の
実
家
が
塚
野
口
だ
っ

た
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
区
画
の
大
き
さ
と
、
1
1下
水
道
や
道
路
、
公
園
、

街
路
灯
な
ど
が
整
備
充
実
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。

引
っ
越
し
て
Ｉ
ヶ
月
余
り
、
荷
物
の
整
理
も
ま
だ
な
の
で
、
周
辺
を
見
ま

わ
る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。
公
園
な
ど
整
備
が
行
き
届
い
て
い
る
点
は
尖

感
で
き
ま
す
。
駅
に
歩
い
て
行
け
る
の
は
い
い
で
す
ね
。

先
口
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
時
も
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
方
は
少
な
か
っ
た

よ
う
で
、
こ
れ
か
ら
人
ｇ

者
が
増
え
、
人
々
が
集
う
の
が
楽
し
み
で
す
。
共

に
住
む
人
た
ち
と
新
し
い
街
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
す
ね
。

幹
線
通
か
ら
県
道
へ
出
る
時
、
渋
沸
し
て
い
た
り
、
左
右
が
確
認
し
ず
ら

く
、
出
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
。
他
に
気
づ
く
点
は
な
い
で
す
。
も
う

少
し
余
裕
が
で
る
と
、
恵
ま
れ
た
仕
環
境
を
感
じ
れ
る
の
で
し
よ
う
ね
。

将来の子供 さん 孫さん等の住宅用地

とし ても 購入でき ます。

現在、自 宅をお 持ちの方で、 事情に

より移転を予定している方でも購入

できます。

国見ニュータウン定住化促進事業
●Ｕ Ｉターン新築等奨励金 の交付(ＵＩターンのみ新築

家麈と土地との固定資産税１年分相当を交付いたします｡)

・Ｕ Ｉターン分譲斡旋報償１件 ５万円

・ 町内建築業者運転資金利子補給

お申し込み　お問い合わせ

国見町企画商工課
585  ｰ  2927  (直 通 ）



ポ
イ
ン
ト

国
民
年
金

NO.1

加
入
種
別
は
三
種
類

日
本
国
内

に
住

む
2
0歳
以

上
6
0歳
未
満
の
人

す
べ
て

が
加
入

者
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
三
種
類
。
ニ
ト
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方

は
、
す
べ
て
第

。
号
か
ら
三
号
ま
で
の
被
保
険
者
と
し
て
閥
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

艮

い
人
生
に
は
就
職
や
鮎
婚
な
ど
で
加
入
の
仕
方
が
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
、
き
ち
ん
と
届
け
出
を
し
て

お
か
な
い
と
未

納
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
乍
の
節
目
に
は
、
き
ち
ん
と

届
出
し
ま
し
よ
う
．

学

生

も
加

入

し

ま

す

。

平
成
三
年
か
ら
2
0歳
以
上
の

学
生
も
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

第1号被保健者

農赫業、

自営業、
目由顕．

学生の方
など

第２号被保険者

会杜員 や公 務員な ど

（厚生 年金 や共 済組

合の 加入 者は国 民年

金に 加入し てい る ゛､

こと になり ます 。）l

第3号被保険者

第 ２号 被保険 者の 被1

書薯荅?偶 （厚生 年金

や共 済 組合の 加入者

に諸 魯き れてい る配

偶譽。屆け出が
必 要で す。）

こんなときは手続きを
就職・結婚・転 居・転職…届出をお忘れなく

20歳になったとき国民年金に

加入を �

自営業者や学生などは､ 必ず加人の屈出を
（以生年命保険・共済組合加人右を除く）

会社などに勣めるようになつ

たら届出を �

扶養している配叫者がいる人は第3り被傑

険者の届出を

会社を退職したら国民年金加

入の届出を �

扶餐している肥偶者がいる人はあわせて

届出を

住所・氏名がかわつたとき �住民票の届出と同時に届出を

配偶者の加入制度がかわつた

とき �
種別確認のための届出を

厚生年金保険･共済組合の加入

者の扶養になったとき �
種別確認のための届川を

厚生年金保険･共済年金の加入

者の扶養になったとき �
結婚したときや赦収のとき

厚生年金保険･共済年金の加入

者の扶養からはずれたとき �
離婚したときや増収のとき

国民年金

Ｑ＆ＡＱ
40歳の夫

は、これま
で厚生年金

に加入してい ました

が転職のため会社を

退職しました。再就

職は３ヵ月後になり

ますが、短期間でも

国民年金に加入しな

ければなりませんか。

Ａ

わ
が
国
の
年
金
制
度
で
は
2
0歳
以
上
6
0

歳
未
満
の
方
は
、
既
に
退
職
年
金
を
も

ら
っ
て
い
る
方
を
除
き
、
必
ず
何
ら
か
の

年
金

制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

あ
な
た
の
場
合

、
再
就
職
し
て
再
び
厚
生
年
金

に
加
入

す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の

問

は
国
民
年
金

加
入
手

続
き
を
し
て
、
保
険
科
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

な
お
、
扶
養
と
な
っ
て
い
る
配
偶
者
（
第
三
弓

被
保
険
者
）
が
い
る
場
合
の
種
別
変
更
の
手
続
き

に
つ
い
て
も
忘
れ
な
い
よ
う

。
注
意
が
必
要
で
す
。

将

来
も
安
心

、国
民
年

金

社
会
や
経
済
の
変
動
に
よ
っ
て
、

せ
っ
か
く
の
年
金
も
価
値
が
下
が
っ

て
は
人
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
。
少
な
く

と
も
五
年
に
一
回
、
賃
金
や
生
活
水

準
の
変
動
に
合
わ
せ
て
見
直
し
さ
れ

る
ほ
か
、
毎
年
の
物
価
変
動
に
合
わ

せ
て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
、
実
質
的

な
価
値
が
将
来
に
わ
っ
て
確
実
に
保

た
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

公
的
年
金
制
度
は
、
個
々
人
が
積

立
を
行
う
佃
人
年
金
と
は
異
な
り

『
盻
代
と
世
代
の
支
え
合
い
』
の
仕

組
み
で
成
り
立
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が

大
き
な
特
徹
で
す
。

皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
が
今
の

お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
、
皆
さ
ん

が
年
を
と
っ
た
と
き
に
次
の
世
代
に

支
え
て
も
ら
う
、
つ
ま
り

若
い
時
に
納
め
た
保
険
料

が
将
来
の
安
心
と
な
っ
て

返
っ
て
く
る
の
で
す
。

お問い合わせ

性 民課　年金係

58 も 2179  (直 通)



ま
た 一 人

笑顔がもどる

献血で

保健だｿより
禰麕棆祉譚7 保僅壗道鑪,・(  585  ) 2783

８月７日(月

)は国見町の

献血の日です

。

【場　 所】

国見町役場前

アツギ㈱白石国見工場

生協コープマート国見店前

国見町観月台文化セ ンタ ー

【時　　 間 】

午前９時　　 ～午前11時30分

正　 午　　 ～午後 １時

午後２時15 分～午後 ３時3()分

午後４時　　～午後 ５時

※成分献血は検査を含め約１時間程度かかります。ご協力く

ださる方は、あらかじめお知らせください。

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 塲

平成ｎ年１月～　　　　

平成ｎ年３月生まれの幼児 �
９月21日（木） � 午後1  時 分～午後２聘 �

観月台文化センター

大研修室

（健診内容）
☆内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による幽みがき指導、生活保健指尋、身長・体重測定を行います。

☆心理判定貝による相談・指導-‥子育てに関する不安や悩み等、気軽にご相談ください。

☆母子手帳と1歳6 ヶ児健康診査累（必要事項を記入）を忘ｎ ずに！　☆栄養指導（おやつ試食）もあります。

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成12年５月生まれ）

・９か月児（平成11年11月生まれ） �
９月28日（木） � 午後１畤3(〕分～午後２眄 �

観月台文化センター

第１和室

(健診内容)
☆医師の指碍、身長 一体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

☆母子手帳を忘れずに！

健
康
ふ
く
し
ま
2
1計
画
と
は
・：

2
1世
紀
を
、
す
べ
て
の
県
民
が
健
や

か
で
心

豊
か
に
生
活

で
き
る
活

力
あ
る
社
会
と
す
る
た
め
。
壮
年
期
死
亡
の

減
少

、

健
康
寿
命
の
延
伸
及
び
生
活
の
貿
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目

的
と

し
て

策
足
す
る
「
県
民
健

康
づ
く
り
」
計
画
で

す
。

※
な
お
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、
９
月
上

旬
に
閧
催
し
ま
す
「
県
北
保
健
所
健
康
づ
く
り
提
案
会

議
」
へ
参
加
す
る
方
を
遍
ぱ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
選
ば
れ
た
方
は
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健康づくり提言募集!!

･あなたも健康ふくし ま21 計画のための

健康づくり提言をしてみませんか･

皆橡からの提言を計画に反映したいと考えておりますので、下記に

より奮ってご応募ください。

１、 記 載内 容

（１〉本人プロフィール（住所、 氏名、年齢、職業、電話番号等）

（２） ゴミ等の環境問題を除く健康 づくりに関する提言（４Ｘ殍 程度）

２ 、 応 募対 象 国見町を含む県北17 市町村にお住 まいの方

３、 締め切り　平成12年８月21日( 月) 必着

４、 応募・問い合わせ先

県北保健所 健康企画課
〒sxx)一812 福鳥市御山町８番ａ)号

|  024-534-4324



インフォメーション

募
　
集

国
見
町
職
員

（
高

卒
程

度

）

国
見
町
で
は
、
平
成
十
三
年

度
に
採
用
す
る
職
鰔

（
布
校
卒

穐
度
）
の
募
集
を
し
ま
す
．

▼
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

：
こ

般
事
務
（
行
政

）
若
干
名

▼
受
験
資
格
・：
昭
和
五
十
四
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十

八
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
平
成
十
三
年

三
月
ま
で
に

鳥
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
者

▼
受
付
期
間
…
七
月
二

ト

ー
日
か
ら

八
月
十
一
日
ま
で

（
執

務
時
閥
中
に
限
る
．
郵
送

の
場
合
は

八
月
九
日
消
印
ま
で

受
付

）
▼
一
次
試
験
日
・：
九
月

十
七
日

▼
二
次
試
験
日
・
こ

次

試
験
合
格
者
に
通
知
▼
申
込
用

紙
の
請
求
…
申
込
川
紙
は
総

務

課
で
交
付
し
ま
す
．
郵
便
で

請

求
す
る
場
合
は
、
封
簡
に
『
高

校
卒

程
度

試
験

申
込

用
紙

納

求
』
と
朱

書
き
し
．

八
十
円
切

手
を
は
っ
だ
あ
て
先
明
紀
の
返

信
用
封
簡
を
同
封
す
る
こ
と
▼

申
込
方
法
…
◇
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
に

提
出
す
る
こ
と
．
◇
郵
送
も
可

問
い
合
わ
せ

総
舟
課

庶

務
係

９
（
５
８
５

）２
‐

Ｉ
２

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
老
人
福
祉
施
設
職
員

平
成
ナ
三
年
四
月
開
所
予
定

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
川

ａ

ホ
ー
ム

）
等
老
人
福
祉
施

設

に
必
嬰
な
職
艮
を
募
集
し
ま
す
．

▼
募
集
職
樋
等
◇
生
活
指
碑
員

｝
名
◇

肴
垣
峰
（
士
）
五
名

◇

介
護
ｔ

二
十

八
名
◇
介
護
支
援

昨
門
員
一
名

Ａ
介
護
士
を
除
き

資
格
が
必
變
と
な
り
ま
す
．
〉
▼

受
験
資
格
・・・
昭
和
三
十
年
四
月

二
口
か
ら
昭
和
五
卜

八
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
．

伊
達
郡
内
及
び
福
鳥
市
に
居
住

し
、
又
は
採
用

後
居
住
が
館
実

な
者

▼
募
集
要
項

・
申
込
用
紙

の
請
求
・・・
社
会
福
祉
法
人
信
達

褞
祉
会

『
あ
つ
か
し
荘
』
及
び

『
梁
川
ホ
ー
ム
』
又
は

郡
内
各

町
福
祉
担
当
課
（
岡
見
町
で
は

保
健
禍
祉
課
）
で
交
付
し
ま
す
．

▼
応
募
方
法
・：
申

込
用
紙
に
必

要

亊
項
を
記
入
し
恩
歴
廝
と
と

も
に

「
梁
川
ホ
ー
ム
」
に
提
出

す

る
こ
と

▼
受
付
期
間
・・・
七
月

十

七
日
か
ら
八
月
十
四
日

＊
詳
し
く
は
募
集
嬰
項

を
ご
覧

く
だ
さ

い
．

★
問
い
合
わ
せ

僧
速
福
祉
会
・
あ
つ
か
し
荘
公

（
5
8
5
1
5
6
1
0

）
及
び

梁
川

ホ
ー
ム
ｇ

（
5
7
7
1
6
1
1
1

）

福
島
県
職
員

【

短

大

・

高

校

卒

程

度

】

▼

受

験

資

格

◇

短

大

卒

程

度

…

職

種

に

よ

っ

て

異

な

る

の

で

岡

い

合

わ

せ

の

こ

と

◇

高

校

卒

程

度
・
：

昭

和

五

十

四

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

八

年

四

月

一

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

者

。

学

歴

は

不

問

。
職

種

に

つ

い

て

は

一

般

・

学

校

・

爵

察

嘔

務

及

び

そ

の

他

の

職

楓

が

あ

り

詳

細

は

閥

い

合

わ

せ

の

こ

と

▼

受

付

期

間
・
：

八

月

七

口

～

八

月

二

十

九

日

▼

一

次

試

験

日

・
：

九

月

二

十

四

日
　

【
市

町

村

立

学

校

栄

養

職

員

・

短

大

卒

程

度

】

▼

受

験

資

格
・
：

昭

和

四

卜

八

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

六

年

四

月

一

口

ま

で

に

生

ま

れ

た

者

で

、

栄

養

士

の

免

許

を

有

す

る

者

又

は

取

得

見

込

み

の

者

▼

受

付

期

閥

・

一

次

試

験

日

は

［
短

大

・

高

校

卒

程

度

］

と

同

じ

【

賢

察

官

Ｂ
（

男

性
・
女

性

）
】
▼

受

験

資

格
・
：

昭

和

四

十

六

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

八

年

四

月

一

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

者

で

警

察

・

婦

人

警

官

Ａ

（

大

学

卒

業

程

度

）

の

受

験

資

格

を

有

し

な

い

者

▼

受

付

期

間

ミ

七

月

二

十

四

日

～

八

月

十

五

日

▼

一

次

試

験

日

‘：

九

月

十

七

日

問
い
合
わ
せ

柵
鳥
県
人
巾
委
員
会

Ｊ`（
５
２
１

）
7
5
8
8

くにみの

民話かるた

まち再発

見

昔
、

今

か
ら
約
七

百
年
前

。

「
元

」
は
東

欧
州

ま
で
侵

略
、

そ

の

勢
い
で

日
本

を
も
征

服

し

よ

う
と
度

々
勧

降
使
を

送

っ
て
来

た
の

で
し

た
。
が

、

畤
の
鎌

倉
幕

府
は

こ
れ

を
拒

み
、
使

者
を

斬

っ
た
り
『

幽

閉
し

た
り
し

て
日

本
の
決

意

を
示

し
ま
し

た

。
遂
に
元

は

二
度

に
亘
り

、

大
船
団

で
九

州
博

多
に

襲
い

か
か
っ

て
来

た
の

で
し

た
が

、
二
度

と
も

時
な

ら
ぬ

暴
風

に
逢

い
全
船

団
は

壊
滅

、
十

二

こ

二
万

人

の
死

者
を

出
し

敗
退
し

て
行

っ
た

の
で

す
。
こ

れ
が

元
寇

の
役

と

い
う
戦

い
。

さ

て
、

話
は

こ
こ

か
ら
で

、

こ

の
元
の

勧
降

使
の
中

に

い

た

の
が
学

識
勝

れ
た

書
家
と

し
て

も
有

名
だ

っ
た

一
寧

一

山

。
後

に
帰
化

し
、
京

南
褝

寺
主
に
ま
で
な
ら
れ
た
禅
僧

で
す
が
、
石
母
田
供
養
石
塔

は
こ
の
方
の
筆
。
解
説
で
は
。

「
智
瑣
」
と
い
う
禅
僧
が
親

の
供
養
の
為
建
て
た
と
い
う

の
で
す
が
、
言
い
伝
え
に
よ

れ
ば
、
元
か
ら
来
た
お
坊
様

が
ご

兀
寇
の
際
に
死
ん
だ
沢

山
の
蒙
古
兵
の
供
養
の
為
に

建
て
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
な
る
と
智
壇
と
は
ど

ん
な
禅
僧
で
あ
っ
た
の
か
今

で
は
謎
。
し
か
し
蒙
古
兵
へ

の
恐
怖
は
、
つ
い
最
近
ま
で

そ
の
痕
が
あ
り
、
子
供
を
脅

す
時

『
ホ
レ
、
モ
ー
が
来
っ

つ
ぉ
、
モ
ツ
コ
に
違
て
が
っ

つ
ぉ
』
な
ど
の
言
葉
が
そ
れ

な
の
で
す
。

蒙
古
の
兵
の

魂
や
す
ま
れ
と

石
母
田
供
養
塔



技能五輪
うつくし ま、
ふく し ま。 2001

スローガン募集
青年技能者の技術レベル日本一を竸う「技術五輪全国

大会」が来年笛 】1 年 月|こピックバレットふくしま（郡

山市）をメイン会場に開催されます．「技能五輸うつく
しま、ふくしま．2001」と囲して．ｓ 種類を越える技能

取枝に．「技術の向よ」「技術の尊量」「交流とふｎ あい」

を目栴し開催されます．

大会を盛り上げ、成功へと導く大会スローガンを募集

します．

応蜀規定…どなたでも応募できます．官製ハガキに①ス

ローガン②製作の扉醴（l》住所、氏名、年齢、皸柬、・ 飫

番号を明記し、下記へ送付ください．ハガキ１枚に１点

とし．作品は目作．宋発表のものに限ります．

応男期限･‥７月31日（月）当日消印有効

応募・問いおわtま先…〒9a〕－8101

襴鳥市」二町 6 ｰ 土地遭上!Jピル

技●石鴾うつくしま、ふくしま.2（x11

推進協議会事務局「大会スローガン募槊係」

７?521 －9815

福
島
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
ル

福
鳥
県
で
は
、
統
計
思
想
の

粁
及
と
統
計
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
、
統
計
グ
ラ
フ
を
募
狐

し
ま
す

。

▼
応
聹
資
格
…
◇
小
学

丁

二

年
生
の
郎
◇
小
学
三
・
四
年
生

の
部
◇
小
学
五

よ
（

年
生
の
部

◇
中
学
生
の
部
◇
高
校
生
以
上

の
生
徒
・
学
生
の
部
◇
一
般
の

部
◇
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の

部
▼
課
題
・：
自
由
。
た
だ
し
、

小
学
四
年
生
以
下
の
飾
の
作
品

は
、
児
童
が
蜆
察
し
た
結
果
を

グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
と
す
る
▼

規
格
・：
Ｂ
２

判
▼
応
募
先
…
〒

９
６
０
‐
8
6
7
0

柵
鳥
県

庁
内

福
鳥
県
統
計
調
査
課

▼

応
募
締
切
…
九
月
四
日
（
月
）

ま
で
▼
注
意
点
…
◇
作
品
は
自

分
で
創
作
し
た
も
の
に
限
る
◇

作
品
の
裏
に
、
住

所
、
氏
名
。

性
別
、
職
業
、
年
齢
を
明
記
す

る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ

柵
島
県

統
肝
調
査
課

讐（
５
２
１
）
7
1
5０

第
５
回
「
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
賞
」

募
集

福
鳥
県
で
は
、
高
齢
者
や
陣

害
者
を
含
む
す
べ
て
の
人
が
安

心
し
て
暮
ら
し
、
自

由
に
行
動

で
き
る
よ
う
な
建
築
物
な
ど
の

設
置
や
活
助
を
行
っ
て

い
る
佃

人
、
聞
体
、
企
業
等
を

夢
集
し

て

い
ま
す
。

▼
募
集
対
象
・；
①
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

る
建

築
物
。
公
園
等
施
設
、
殿
備
、

機
器
な
ど
の
「
も
の
づ
く
リ
」

②
佃
人

。
企
桑
、
団
体
等
の
活

助
や
運
営
な
ど
の
「
こ
こ

ろ
づ

く
り
」

▼
応
募
方
法
…
自
薦
・

他
薦
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も

応
募
で
き
ま
す
。
応
募
用
紙

に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
福
島

県

県
北
社
会
福
祉
嘔
務
所
（
〒
９

６
０
－
8
6
7
0

）
あ
て

に
お

送
り

く
だ
さ
い
。
▼
応
募
締
切

・：
八
月
二
十
一
日
（
月
）

◆
問
合
せ
先

福
舟
県
少
子
高
齢
社
余
対
策
室

－`
（
5
2
1

）
7
1
9
8
1

兄
町
役
場

保
健
福
祉
課
福

祉
係

公
（
５
８
５
）
2
7
9
3

「
貯

蓄

の

作
文

」
募

集

全
国
の
小

・
中
学
生
を
対
象

と
す
る
第
三
十
二
回

『
貯
蓄
の

作
文
』
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
貯
蓄

広
報
中
央
委
員
会
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
す
．『
も
の
や
お
金

を
大
切
に
し
、
活

か
し
て
使
う

こ
と
』
を
テ

ー
マ
に
し
た
作
文

を
界
集
し
ま
す
．

▼
応
募
資
格
・：
小
学
生
お
よ
び

中
学
生
▼
原
稿
…
四
百
字
原
柵

用
紙
一
～
三
枚
▼
応
募
締
切
…

九
月
四
日

▼
送
り
先
…
〒
一
〇

〇
Ｉ
ハ
○
五

．
晦
日
新
闘
社
学

生
新
聞
本
祁

『
貯
蓄
の
作
文
』

係

問
い
合
わ
せ

県
民
生
活
課
県
民
文
化
係

ｇ
｛
５
２
亠
7
1
8

０

ご
利
用

く
だ
さ
い
。

町

の

生

活

バ

ス

藤
田
・
貝
田
問
の
バ
ス
路
線
は

平
成
十
一
年
十
月
よ
り
町
の
生

活
パ
ス
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

年
々
バ
ス
利
用
者
が
減
少
す

る
な
か
、
高
齢
者
や
幼
稚
園
児
な

ど
に
と
っ
て
は
必
要
な
交
通
手

段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
町
で
は
県
知
事
か
ら
生
活

パ
ス
路
線
と
し
て
指
定
を
受
け
、

県
の

補
助
事
巣
を
活
用

す
る
こ
と
で
福
鳥
交
油
㈱
に
委
託
し

。
町
の
生
活

バ
ス
と
し
て
運
行
を
閲
始
し
た
も
の
で
す
。

し

か
し
な
が
ら
、
県
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
一
定
以
上
の
収
入

が
あ

る
こ
と

が
、
補
助
対
象
の
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
の
利
用
状
況
で
は

存
続
が
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

生
活
バ
ス
を
守
り
ま
し
よ
う
。

バ
ス
は

安
全
性
が
高
く
、
経
済
的
で
渾

Ｑ
眄
間

も
廈
か
な
こ
と
か
ら
。

積
極
的
な
利
用
に
よ
り
町
の
志
芯
バ
ス
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

生活バス路線とは

市町村が直営又は委託により運行する

路繚で、知事が日常生活に必要と 指定し

た路線のことで、県が市町村に運行費用

の一部を補助し 維持するものです｡ただ

し 、運行経費の半分以卜の運輿収入があ

ることが粂件となります。

時 言||表（蕗田・ 貝田披）

往　　 路 復　　 路

驛田偶院 貝　 田 貝　 田 藤田病院

7:45 7:55

9:02 9:14 9:19 9:29

10:30 10:42 10:44 10:54

11:45 n:57 12:00 12:10

13:25 13:37 13:39 13:49

17:10 17:22 17:24 17:34

日曜日､祝日､第二･第四土曜日

及び12  / 訊～1 ／3 は運 休



ありがとうございました

緑 の 募金

みなさんにご協力いただいた「緑

の募金」は、おかげさまで目標額を

達成しました。緑化推進委員会から

の配分金により、町内の緑化事業に

活用いたします。ご協力ありがとう

ございました。 ／－

募金総額　628,903 円

内訳 家庭募金　8. 円

企業募全　110,000 円
ｙ 職場募全　　60  , 3円

ご協力お願いします
Ｏ

200

0

国勢調査
あらたな世紀の基礎づくり

今年10 月ｉ 日現在で，全国一斉に国勢調

査を実施し ます。こ の調査は大正 ９年から

５年ごとに行われており ，今回は17 回目に

当たりま１ 。

国勢調豆は ，日本に 佳んでいる１ べての

方が刔象になる 靈も基本的な統計調査です。

この鈿杳の結異は 、21

世紀のよりよい

社会を築くための、

行取の基礎資料と

なり ます。皆さま

のご協力をお願い

し ます。

センサス

くん

８月の心配ごと相談

４日I匐 ｉ地 ｆ勣μ

佳久閥モh4
2S日㈲ 菅野鰐一一郎,４

占Ⅲ ウメ，４

●場所 場 ( 2 ) 室

●町間 午帥9 時 ~ 午

人口と世帯

人口 ６月１日現在
男　5.4   ー0人(  + l)
夊　5.833 人（　 Ｏ）
ﾄ  ｰ L242 人（ ＋1 ）

出生 ４人 死亡 ９人
虹入 ２５人 転出19 人

丗 毒

3 ﾕ 56  世 帯 ( + 4 )

自
宅
で
大
学
の
授
業

放
送
人
学
で
は
、
ｆ

成
十

二

年
度
二
学
期
（
卜
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自

宅
で
人
学
の
授
業
が
受
け
ら
れ

る
放
送
人
学
は
、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ

ル
放
送
や

。
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ

で
授

業
を
行

い
、
自
七
で
学
習

で
き

ま
す
。

▼
募
集
学
生
…
◇
全
科
恩
修
生

（
卒
業
を
日
指
す
学
生
）
◇

遺

科
屐
修
生
（

年
間
在

学
）
◇

科
日

履
修
生
（
六
か
月
在
学

）

▼
受
付
期
限
：
一
八
月
十
五
口

▼

放
送
大
学
の
特
長
…
◇
テ
レ
ビ

と
ラ

ジ
オ
を
利
川
し
て
授
業
を

行
う
ｉ
麗
の
大
学
で
す
◇
人
学

試
験

は
な
く
、
ｔ

八
歳
以
ｈ
な

ら
だ
れ
で
も
人
学
で
き
ま
す

▼

一
科
目
で
も
学
べ
ま
す
▼
卒
業

す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得
で

き
ま
す

★
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
鳥
学
習
セ
ン
タ
ー

ｇ

０
２
４
（
９
２
１

）
7
４
7
1

お
知
ら
せ

下

水

道

技

術

者

資
格
試
験

ｆ
成
十
二
年
度
下
水
辺
排
水

駁
備
工
事
資
任
技
術
者
資
格
試

験
及
び
受
験
講

刊
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し

ま
す
．

▼
試
験
日

…
ｆ
成
卜
二
年
十
一

月

．
．十
一
日

（
火

）
▼
試
験
場

所
・
：
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
（
榔
山
市
安
禎
町
）

▼
受
験

講
習
会
…
卜
月
十
一
日
（
水
）

県
文
化
セ
ン
タ
ー
（
福
鳥
巾
春

日
町

）
外

▼
申
込

期
間

…

八
月
卜

．
口

（
金
）
か
ら
九
月
十
一
日
（
月
）

ま
で

▼
申
込
先
…
都
↑巾
整
備
課

下
水
辺
係

★
問
い
合
わ
せ
、
申
込
魯
・
案

内

書
の
請
求
先

都
市
鰹
備
課
下
水
道
係

ｎ
（
５
８
５

）
2
9
8
4

住
宅
金
融
公
庫
よ
り

住
宅
金
融
公
川
の
住
宅
ロ
ー

ン
を
返
済
巾
で
、
最
近
の
不
況

に
伴
う
火
業
や
収
入
の
減
少
な

ど
で
返
済
に
お
閥
り
の
方
に
対

し
て
は
、
次
の
よ
う
な

返
沸
方

泌
の
変
更
を
火
施
し
て

い
ま
す
。

①
返
済
期
間
の
延
長
（
最
長
卜

年

）
②
元
金
据
置
期
閥
の

般
定

（
最
長
三
年
）
③
元
金
据
置
き

期
間
中
の
金
利
引
下

げ

取
り
扱
い
期
間
は
唹
成
Ｆ
三

年
一
。一
月
末
ま
で
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
。
住
宅
金

融
公
庫
東
北
支
店

苔

０
２
２

（
２
２
７
）
5
0
0
3
】
又
は

ご
返
済
中
の
金
融
機
関
の
相
談

窓
ロ
コ
ー
ナ
ー
ま
で
。

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

活
性
化
資
金
融
資
制
度

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
店

舗
等
の
改
善
や
情
槻
化
推
進
、

人
聖
店
進
出
等
に
よ
る
経
曾
改

掎
を
行
な
う
鳩
合
に
、
金
融
上

の
支
援
を
行
な
う
こ
と
を
日
的

に
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
案
活
性
化

資
金
が
改
置
さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
の
制
度
は
．
県
及
び
町
か

ら
の
資
金
を
も
と
に
、
県
巾
小

企
業
団
体
中
央
会
を
介
し
融
資

さ
れ
る
制
度
資
命
で
．
有
利
な

俳
入
条
件
に
よ
り
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
者
の
保
護
育
成
を
図
る

も
の
で
す
。

▼

触
資
利
本

丁

九
％

以
内
▼

融
賢
限
度
額

設
備
資
金
四
１

万
円

運
転
資
金
二
千
万
円
▼

融

資
期
間
十
年
以
内
▼

申
し
込

み
は

。
随
時
受
け
付
け
て

お
り

ま
す
。

騨
細
は
企
画
商
工
課
、
商
工

会
及
び
取
扱
金
融
機
関
（
銀
行
。

信
川
金
庫
）
へ
問
い
合
わ
せ
、

ご
柵
談
く
だ
さ
い
。

結
婚
お
め
で
と
う

占

川

久

俊

。
‘
・
佐

舳

売

子

。
‘
（
板

橋

）

野

村

折
‥
皀
ｊ

．
佐

廊

か

な

子
ｊ

（
大

町

南

）

曽

野

義

叨

‘
・
寒

河

江

若

子
ｊ

（
内

谷

西

）

後

藤

清

二
ｊ

‐
齊

肺

友

美

。
乙

卵

９

）

佐

麟

雛

介

丿

七

藤

あ

ゆ

み
こ

椒
棆
）

Ｍ

部

剛

ざ
　
に
井

和
枝

。
な

貝

田

）

誕

生
お
め
で
と
う

お
子

さ

人
　
　

保
一

孝

細

野

瑠

倅

夕

秀

人

。
‘・
由

筴

。
Σ

凧

田

下

）

火
測

Ｉ

刄

ご

肓

ｆ

ぐ

弘

美

。
‘

（
第

旦

占

跳

嗜

″
太

。。’
‘

慎

二

。
‘・
由

美

子

。
‘
一
昌

）

佐

肺

績

飛

。‘

洗

治

ぐ

席

代

。
‘

（

羂

Ξ

阿

郎

仁

希

ぎ

呷

‘・
加

代

ｆ

。
‘
（

大

木

戸
一

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

商

原

米

子
『
』
‘
　

一
。

（

泉
田

下

）

商

橋

傳

作

。
‘
　

田

｛

山
叫

舘

｝

菊

地
　

真

。
‘
　

２５
　

（
小

林

）

鳥

橋

キ

ョ

シ

。
‘
　

８４
　

（
鳥

取

）

佐

藤

忠

通

。
‘
　

一一一
　

（

第
一

）

木

村

ナ

ヲ

。
‘
　

６３
　

（

沌
山

）

佐

久

間

春

雄

。
‘
　

η
　

（

錦
町

）

松

浦

仇

立

子
ｊ
　

Ｓ
　

（
＆

仰

）

松

浦
　

條

。
‘
　

？

石

毋

Ⅲ

原

）

佐

野

庇

作

。
‘
　

７３
　

｛
綟

磽

｝

（
６

月

匐
Ｈ

Ｍ

出

分

ま

で

）



生 涯 学 習

つ う し ん

国 見町 教育委員会 生涯学 習課

(観 月台文化 センタ ー)

ｰ ( 585 ) 2676 FAX  ( 585 ) 2707

行事のお知らせ

７ 月

16日(日) 町民登山〈猫魔ケ岳〉

17日(月) パソコン教室

阿津賀志学級〈和紙工芸④〉

18日(火) 阿津賀志学級〈・ 道①〉

19日(水) パソコン教室

阿津賀志学級〈和紙工芸⑤〉

20日(木) 少年仲問づくり教室

〈自然字習(キャンプ)〉～22日

21日(金) 阿津賀恚学級〈園芸教室〉

22日(土) 金沢明子コンサート

27日(木) 阿津賀志学級〈陶芸⑤〉

28日(金) 子育て教室〈水遊び①〉

8 月

１日(火) 阿津賀志学級〈誓道②〉

４日(金) くにみの民話の夕べ

６日(日) 親子映画館

８日(火) 子育て教室〈水遊び②〉

10日(木) 阿津賀志学級･成人学級･くにみ

女性教室合同学習会<町政講話〉

阿津賀志学級〈朝顔鑑賞〉

時
事
講
演
会

～
三
学
級
合
同
学
習
会
～

六
月
一
．
十
日
に
、
成
人
学
級
・
く
に
み

女
性
教
室
・
阿
津
霓
志
学
級
の
合
同
学
習

会

を
火
施

し

、
百

四
卜
名

の

学
級

生
が
学

習
し

ま
し

た
．謝

師

に
は

、
柵
鳥

民
報

社

で
昭

和
五

卜
七
年

か

ら

論
脱

に
筆
耕
し

．
現

在
．

民

報
杜

の
常

動
監

在
役

・

論
脱
顧

問
と
し

て
月

．一
回

筆

耕
、

六
月

七
日

に

「
カ

ル

タ
ゴ

の
甲

和
と

教
科

書

問

題

」
を
μ

か
れ

た
坂

本

弘

様
を

迎

え
、

お
話
を

お

聞
き
し

ま
し

た
．

お
話
の
内
容
は
。
最
近
の
歴
代
宰

相
の
人
物
像
、
手
伝
い
を
し
た
い
と

い
う
子
ど
も
に
対
し
て
勉
強
を
し
な

さ
い
と
い
う
親
、
な
ぜ
自
分
の
国
の

囚
旗
を
揚
げ
た
り
。
閥
歌
を
歌
お
う

と
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
白
分
が
い

つ
も
見
慣
れ
て
い
た
場
所
と
違
っ
た

場
所
か
ら
兄
た
富
士
山
は
窰
Ｌ

山
で

は
な
い
と
い
う
よ
う
な
凵
本
の
常
識
、

二
種
の
神
器
の
変
遷
と
皀
相
の
変
化

等
に
つ
い
て
ピ
リ
ツ
と
わ
さ
び
の
き

い
た
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
ミ
学
級
を
代
衣
し
て
、

阿
沖
貿
志
学
級
の
安
雌
政
治
委
員
長

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

学
習
さ
れ
た
方
々
か
ら
、
今
後
も

機
会
が
あ
れ
ば
、
時
嘔
に
つ
い
て
の

学
習
が
し
た
い
と
い
う
要
甲
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ロ
マ
ン
ド
ー
ル
づ
く
り
に
挑
戦

～

く

に

み

女

性
教

室
ｊ

く
に
み
女
性
教
室
の
グ
ル
ー
プ
学

習
「
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
づ
く
り
」
が
、

六
月
卜
六
口
、
三
十
日
．
七
月
十
四

口
の
三
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。柵

島
市
の
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
協
会
学

園
福
鳥
支
部
師
範
の
仲
野
冨
美
子
先

生
を
講
師
に
、
紙
粘
土
を
使
っ
て
人

形
作
り
を
し
ま
し
た
。

一
回
目
は
、
人
形
の
Ｌ
台
に
洋
服

を
着
せ
、
手
を
つ
け
ま
し
た
。
二
回

目
は
、
洋
服
に
ピ
ン
ク
や
オ
レ
ン
ジ

な
ど
の
色
を
つ
け
、
パ
ー
ル
を
塗
り
、

三
回
目
で
髪
の
毛
を
つ
け
、
ニ
ス
を

塗
っ
て
仕
上
げ
を
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
教
室
生
は
、
人
形
の
腕
や
指
先
、

髪
の
毛
な
ど
の
細
か
い
作
栗
を
先
生

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
気

に
入
っ
た
形
に
な
る
ま
で
、
粘
七
を

何
度
も
練
り
な
が
ら
、
苫
労
し
て
仕

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。



受 講 生 募 集 ！

く に み の 民 話 の 夕 べ

一関爵日 ８月４日( 金)．９月６日く水) ．９月加 日 (水) ３口

･場 所 観 月台文化センター 鮠１和憲

伺 胃 午 鏝?  晴 分 ~ 9

内 番 １回目：民話をきこう( 輹孑 でどうぞ)

｢１ こし こわ～いおはなし みんなよっとい て!｣　

２・ 目 ご民話につい て　 １( 大人刔１)

３回目；民露につい て(  大 人 対 象

刔 撒 国見网に居佳．又は町内の顧 壗に勤務する方

曩 鑼 日本民話の会会員 内池和子さん ｌ か

太・ 会の語り 手の 皆さん

受講料 無料

申込み １０ 日は ８月２日( 水) ．２・３・ 目は ８月31日( 木) まで

生涯学曹俤へお申込 みください．当日参加も できま１ ．

パソコン教室（表計算くエクセル）
18 月●座121 日(月).23B( 水).25 日{童廴28 日(月Ｅ ｌ)日c 水)

【９月講塵】18 日(月).20 日( 本).22 日(il.25 日唄) ，270c 水)

霾 0 月 .・・116 刪 月).18 日{ 水}.20R( 剞.23 日{月)  . 258 〔水)

崎 所 観月台文化 センター 演臂窒

聘 囀 午後６聘～ ８聘

定 員 各講座Ｍ名（定圃になり次第締切り3

対 象 圃見町に 居畦 、又は町内の職場に勤務する方

毎 師 中 刊勉先生ほか

受講覃1 3.08 円（テキスト 、フロッピー ディスク代を含む

申 込み 生涯李習係へお申込み下さい。

町民陶芸教室

儁 躙日 ８月26日 ．９月２日 ，９月９日 ，９月30 日( 士疆日４１)

● 淅 観月台文化センター　 陶芸盲

偉 岡 午眤９聘匐分～11 聘蔔分

吶 番 手ぴねり ．タタう弗リ．絵付け．皸擾け 等仲品裂外

側 １ 国見穹に居住 ．又は 町内 の纐囓に動 務１ る方

健 繭 加名

儁 御 爽瞿岡 在住掏１ 家 佐久胄 一先 全

制 覇輿1,5 闥円

申込 み ８月４日( 金)まで ．生霞学習係へお申込 みください．

電話でのll 込みも受 け 付けま覃．

観 月 台 文化情報

'ｉ 親 子 映画 館

｢ 孑れい け １アンパンマン～虹のピラミッド～｜

８ 月 ６ 日(  日 》 10:00 ～ 小学生以上300円（。・。・・,4，

★ ビ ー タ ー ・ フ ラ ン ク ル 講 演 会

８ 月１９日（土）14:30 ～ 入場無料

★ フ ァ ミ リ ー コ ン サ ー ト 「 魔 法 の 笛 吹 き 」

８ 月27 日（日）14:00 ～ 小学生以上500 円（。。ｌ 。。

問い 合わせ● ●● 生●学冒曄 文1匕鏐貝係 0  (  )

新しい本が届きました
～文化センター図書室～

一

般

図

襤

ギリシヤ・ローマ盗賊綺諢　　　 （塚田孝雄）
備通の子が壊れてゆく ー　　　　 （千石保）

僕の昭和取謡曲史　　　　　　 （擶麻人）
明治おんな橘　　　　　　 （平山寿三郎）

おれは漓海入道　　　　　　　 【稟且略】
鉄鵯　　　　　　　　　　 （腫原価也）

花探し　　　　　　　　　　 （林真理子）
世界のはての泉 上下 ｛ウィリアム・モリス｝
マンハッタンの慳人

（フレデリック・フ ォーサイス）
戦後短編小観選１．２．３． ４（岩波書店観集部）

児

童

図

書

イグ ル ーを つくる（ウー リ ーステル ツア ー写 ．文 ）

雪 女　　　　　 ｛ 小泉 八雲 作 ，伊 勢英子 雄｝

網 をはる ク モ　　　　　　 （小田英 智 他 ）

パーパ パパ 世界 をま わる １． ２，３ ．４

（ アネット ・ チソン 他）

ハ ードル　　　　　　　　 （青木 和雄 作j

そ んごく う　　　　 （洒 亜明 文 ．千 大武 鍍）

地 の掟 月の まなざし　　　 （たつ みや● 作）

天 丼一丁 こころ 一 丁　　　 （上 峰さ なえ 作）

い ぬは てんごく で （シン シ ア ーラ イ ラン ト 艾, 絵）

オ ールド ・ブ ルー　　　 （Ｍ ・ティ ラー 他）

★貸出し冊致|よ５冊以内 、期間は ２週蘭以内です。

夏休みには、たくさ んの人 が、図 ●麗を利用します。本が艮ら

なくて困っている人がいま す。返し忘れている本がないか、も

う一度il 鏗し てください。

ス
ポ
ー
ツ

自然の中でリフレッシュ

６月18日，初めての町民ハイキングは．イ
ワカガミやチングルマ．ワタスゲが一面に咲

く浄土平・鑓沼周辺を巡るコース．31人の参
加者は．福島山岳会のガイドの説明を駟きな

がら自然を満吸しました．

町民プールは8月31日まで

★期問　７月８日～ 粐肖31 日(li凾 は？月20日～８月20日の胃)
賣聘飃　 １回目…9:30 ～11:30 2 回目…13:ｌ 〕～15 : 00

3回目･･･15:30～1?:30 4 回目(夜躙)･･･18:30～21；3a

★科金
偃 夜

大 人 15(〕円 250 円

高験生 1(K)円 150 円

小中学 生 30 円 50円

幼稚朧児Ｕ 下 無 月

★注意 一人１回２町周以内／小学生は下のお子さんは、必ず保屬者同

伴で。ただし 、小学４年生以上で25m 以上の泳力のある場合は除く ／小

中学生が夜間利用する場合は保護者同伴で。

県民の白に伴う無料解放について

亂嵐県民の日 Ｃ８月gh)t こ合£逧 ．今年も次の施設を無料隧放し ます．

★施股 観月台文化センター( 入浴施設 －文化センター施盟 一体育館)、
上野台運勢公圃( 総合遍動場・テニスコート・プール・勤労者体育セン

ター・グリーンアリーナ923). 罧江野町民センター、東部高齢者等活體
化センター．大木戸ふれあいセンター．町立学校施設
★申込 印込書．曜告書の提出はこれまでどおりで１ ．四人で便用１ る

略合は．利用者名簿に必響亭躪を記入してください．
★休飼日の変叉
この日が休館日となっている上野台運動公圃内のテニスコート ．助劣

老体育センター．グリーンアリーナ923は.21 日を鬨放し.22 日(火)を
休館日とします．



町
功
労
者
表
彰

新
井

尚
子

さ
ん

町
学
校
幽
科
医
師
で
あ
る
、

新
井
尚
子
さ
ん
へ
国
見
町
功
労

者
表
彰
が
６
月
3
0日
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
新
井
先
生
は
、
小
学

校
や
保
育
所
を
は
じ
め
町
の
健

診
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
歯
の

健
康
の
た
め
昭
和
5
6年
か
ら
、
2
0

余
年
の
長
き
に
わ
た
り
。
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ

ど
家
庭
の
事
情
に
よ
り
町
を
離

れ
る
こ
と
と
な
り
、
町
表
彰
条

例
に
基
づ
き
、
表
彰
を
さ
れ
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
新
井
先
生

よ
り
、
保
健
福
祉
増
進
の
た
め

に
町
へ
寄
付
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
学
校
に
も
寄
付
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

町

内
会
艮
及

び
町

議
会
議
員

と

、
町

と
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

つ
な
ぐ
、

国
見
町
Ｆ
Ａ

Ｘ

情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

事
葉
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の

ほ
ど
、
町

内
会

長
や
・廠
員

宅
に
フ
ァ

ク
シ
ミ

リ
機
6
7
台
が

設
置

さ
れ
、
ま

た
、
既
に
自
宅

用

に
導
入
し
て
い

た
方
も
合
わ

せ

、
全
照

尸
ヘ

ー
斉
に
文
書
の

送
信
が
可
能
と

な
り
ま
し
た

。

こ

れ
に
よ
り

。
町

の
動
き
を
お

伝
え

す
る
と
と

も
に
、
災
害
眄

の

悁
報
伝
達
や

各
種
緊
急
連

絡

用

に
活
用
さ

れ
、
ま
た
、
町
へ

の

連
絡
や
コ

ピ
ー
機
能
を
活
用

し

て
の
町
内
会
活

動
な
ど
に

も

利

用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り

ま
す
。

お
い
し
い
福
島
を
Ｐ
Ｒ

ミ
ス
ピ
ー
チ

国
見
町

特
産
の
お
い
し

い
桃

や
福
島
の

果
物
を
Ｐ
Ｒ

す
る
2
0
0
0

ミ
ス

ピ
ー
チ

が
、
こ
の

ほ
ど
、
国

見
町
を
訪

れ
ま
し
た

。

こ
の
日

来
庁
し
た
の

は
、
国
見

町

出

身
の

佐

藤

真

紀
子

さ

ん

（
内
谷

東
）
ほ

か
４

名
で
、
「
国

見
の

お
い
し
い
桃
を

は
じ
め
、

四
季
折
々

の
橸
島
の

く
だ
も
の

を
、
全

国
の
み
な
さ

ん
へ
笑
顔

い
っ
ぱ
い

紹
介
し
て

き
ま
す

。」

と
述

べ
ま
し
た

。
こ

れ
か
ら
全

国

各
地
で
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し

ま

す
。

迫
力
あ
る
演
技

少
年
劇
場

町
の
芸
術
文
化
事
業
・
少
年

劇
場
「
ウ
プ
ボ
ミ
～
い
の
ち
の

害
き
～
」
が
６
月
1
0日
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
楽
器
を
使

っ
た
音
楽
劇
で
。
主
人
公
ネ
ネ

ム
が
苦
難
に
立
ち
向
か
い
力
強

く
生
き
る
す
が
た
を
描
い
た
も

の
で
す
。
詰
め
掛
け
た
小
中
学

生
た
ち
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
緩
り

広
げ
ら
れ
る
迫
力
あ
る
演
枝
に

食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

小
さ
な
天
才
た
ち

ふ
う
り
ん

森
江
野
小

蓬
田
起
代
子

チ
リ
ン
　
チ
リ
ン

チ
リ
ン
　
チ
リ
ン

き
れ
い
な
音
が
す
る

丸
い
形
や

へ
ん
な
形

す
ず
じ
ゃ
な
い
け
ど

丸
い
物

夏
に
ぴ
っ
た
り
の

か
わ
い
い
も
よ
う
や

ち
ょ
つ
と
へ
ん
な

も
よ
う
も
あ
る

風
が
ふ
く
と

チ
リ
ン
　
チ
リ
ン

チ
リ
ン
　
チ
リ
ン

き
れ
い
な
音
が
１
る

「
児
童
生
徒
文
集
く
に
み

第
3
2号
」
か
ら

編
集

発
行

国
見

町
　

総
務
課

〒

９

６

９

１
１

７

９

２

福

島

県

伊

達

郡

国

見

町

大

字

藤

田

宇

一
丁

田

二

、

２

の

Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
４
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